
 
 
 
 
 
 

１４０周年の準備 

 １１月に予定されている１４０周年記念式典に向けての準備が、本格的に始まりました。

夏休み前から、実行委員会を立ち上げ、内容や進め方について検討してきました。 
 ５月には、保護者や地域の方にも呼びかけ、航空写真の撮影を行いました。また、子ど

もたちに呼びかけて、スローガンとマスコットも決まりました。 
 夏休み中に、先生たちが、子どもたちからの図案や言葉を組み合わせて、パネルと１４

０周年の歌を完成させました。 
 ９月１３日（木）朝の集会の時間から、１時

間目の授業の時間を使って、１４０周年の歌と

呼びかけの全校練習を行いました。事前に、各

クラスで練習をしてあったものの、全校で合わ

せるのは初めて。１年生が練習について来られ

るか心配しましたが、実際やってみると、さす

が汐入の子どもです。６０分間の練習で、まっ

たくだらけることなく、集中してできました。 
 呼びかけの練習では、 
「ただ、大きな声を張り上げるのではなく、意

味を考えながら、気持ちが伝わるように言って

ください。」 
「目の前の人ではなく、遠くの人に届くように言ってみましょう。」 
など、子どもたちの心に響く言葉で指導していました。 
 歌の指導では、呼びかけでちょっと疲れ気味の子どもたちに、「肩たたきの手遊び」を取

り入れて、うまく気持ちを切り替え、歌の世界に誘っていました。指揮者の先生の進め方

に合わせて、瞬時にピアノ伴奏を変える先生・・・・。 
 子どもたちのがんばりはもちろん、先生方の指導力もさすがだと感じました。最終的に

どんな出来映えになるか、とても楽しみになってきました。 
 パネルの方は、担当の先生が、基本の図柄を決め、ていねいに色をぬりました。それを

基に、各学年で分担して大きなパネルを作成していきます。各学年の分担が決まり、クー

ラーの無い図工室で、作業を始めている学年もあります。 
 PTA の方々も、式典の際の記念品づくりをしてい

ます。９月４日の懇談会の日に、午前中から集合し

て、図書室で記念品を作成していました。子どもた

ちが喜ぶ顔を想像しながら、１つ１つ気持ちを込め

て作っていました。どんな記念品になるか、楽しみ

にしていてください。 
運動会の準備や陸上記録会の練習等、様々な行事

と重なり、夏休み明けから、先生も子どもたちもフ

ル稼働です。まだまだ、残暑が続きそうです。体調

の管理の方、よろしくお願いいたします。 
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しおいりの子どもたち 

 学級懇談会の日に合わせて、玄関の掲示板に「しおいりの子

どもたち」と題して、写真掲示をしています。日々の教育活動

の中で取りためた写真。学校のホームページに、「しおいり日

記」の名称で、掲載してありますが、個人情報の関係で、子ど

もの表情が分かるものを載せることができません。 
 そこで、玄関には、子どもたちのいきいきした表情が分かる

写真を掲示してあります。まだ、ご覧になっていない方は、ぜ

ひご覧ください。 
 

エアコンフル稼働 

 夏休みが終わっても、暑い日が続きます。今年度

から各教室に配備されたエアコンのおかげで、子ど

もたちは、助かっています。 
「外遊びから教室へ帰ってくるなり、『あー。涼し

い！』とまずは一息ついてから学習に取り組んでい

ます。」 
３年生の学級通信の一節です。本当によくわかりま

す。 
 エアコンが入る前は、涼しい所にいたがるので、

外遊びが減るのでは？ということが懸念されました

が、むしろ逆で、休み時間は、精一杯外で元気に遊び、時間になると、教室に戻るという

ことが、以前より徹底するようになりました。 
 エアコンの他にも、市が学校のためにしてくれたことがあります。 
①通学路の拡幅・・・・汐入小のグランド沿いに、緑が丘高校に向かう道があります。 

車 1 台がやっと通れるくらいの道で、車が入ってくると、通学の 
児童が困ることがありました。 
その道をうまく工夫して、４５センチほど広げてくれました。 

②グリーンベルト 
の設置・・・汐入小からパンダ公園に向かう道に、設置されました。 

           道路の端にグリーンのラインを引いて、運転手に安全運転を 
           うながしています。 
③警察と合同の 

通学路点検・・・夏休み前におきた様々な事故を再び起こさないようにするために、 
       文部科学省の呼びかけで、全国で行われました。 
       8 月 9 日に、横須賀署、市教委、道路補修課の方々が汐入小に 
       来校しました。ともに、通学路の危険な場所を見て回りました。 
       道が狭いうえ、地域の人の生活道路になっているので、すぐに、 
       どうこうする訳にはいかないようです。 
       しかし、担当の人が、現場に足を運んで確認してくれたので、   
       よかったと思っています。 

 子どもたちが気付かない所でも、いろいろ気をつけてくれているのだと思いました。朝

会で、子どもたちにも伝えました。 


